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木 星

圏　

1934年5月26日木蝋氏描く（本女囚342頁参照）

　　木邊氏の新望逡鏡

　　　　　謹
　　　t／　　　　曝

口径30糎，園産第一の大反射鏡が滋賀縣木邊氏の

襯測所に出來た（本文第331頁参照）



東亜天丈尺會 倉敷にて夏期講習會 天交同磐會

例年の通り，天文學普及のため下の如き講習會を開きます．一般人士に開

放されたる本邦唯一の天文講座です．遠近より参加されたし，
時日＝昭和九年八月18日（土）より同20日（日）まで毎日9時より午前中・夜は槻測

場所．：岡山縣倉敷市倉敷天交毫　　宿舎の御世話を致します・

講師及び題目＝

　　　L　L初等天冠學一般「　　　　　二等博士山本一清氏
　　　2・　L星座の知識■　　　　　　　　　　本會副門川　水　野　千　里；氏

　　　3・天醜類望指導　　　　　皇　員荒木健脚氏
詳細は下記へ至急に問ぴ合はされたレ

　　　　　　　　　　　岡由市門田18　水野千里氏

天界第酋五十九號（第十四巻）昭灘九年七月號要目

（表紙，花山の子午線館のほとり．　（口絵〉木星，木邊氏の新望遠鏡，

ブラジル支部の人々O

cc
V文學名詞”を見る………・・………・……………・一・…・………・・………・321

東亜天文協餌薬月例會の記事………・・……・…………・…・…・……………322
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廣島支部だより………・…・………………………・…………・……・・………325

原子ほ入墨によbて攣晒す院）・・…・馨斗ヒ帯大理學博士荒勝文策…326
移　韓1（山本）………………………・・…・………・・………・……………330
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たよりσ帥嘱望部氏より）………・…・…’…………………・……………・・…357
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Around　the　“Meridian”　of　Kwasan　（Covei－g）；　Jupiter　by　Mr．　S．　Kil）e，　Kil）e’s　NeSY

30cm　一Reflector，　Our　13rasilian　］iranch　（Frontispieces）　；　Chinege　“　AstronomiCal
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稽　　山　　慧　　報

最　近　號　目　次

花山天文墓活躍の源泉，刻々に磯表される天文ニウス，各方面の

親試者への指令，其の他，學界の動転に明するあらゆる報告を，

其の日歯の日に入手し得る謄爲刷の急報．購讃希望者は東亜天文

協會事務所（花山天文毫）に問ひ含はされたし．

第71號　（1933年11月19日）流星槻測の概況・

第72號　（1933年11月22日）流星衰乱丁報告辛々到讃す・

第鴨號　（1933年11月25日）流星観1則報告概況・

第74磯　（1933年11月30日）その後受取つた流星1親測・

第75號　（1933年1貴月4日）其の後に受けた流星襯測報告，獅子座流星群に着する結

　麗麗報，急報配布希望者へ，天界の流星號につ）・て・

第76號　（1933年12刀15日）その後の流星槻測報告，二大遊星の掩蔽・

第77競　（1933年12月23日）二大遊星の掩蔽襯測状況，双子座流星群の観測，その後

の獅子座流星改測報告，龍座流星群の槻測をすNむ，花山ブレテンの新装・

第？8號　（193当年1月9日）小遊星（1Q36）Ganymedの位置豫報，此頃の獅子座流星

　群の槻測報告，金星の掩蔽罵眞．

第79號　（1934年1月260）今年最：初の月食・

第80號（1934年1月3工日）高緯度に太陽新黒瓢窮興課の人々に，2月に満月なレ

ee81號　（1934年2月1日）ミラの増光．

第82號　（1934年2．月10［D日食近し・

第鴎號　（1934年2刀20日）2月14日掛日食概測に關する諸報告，花山ブレテンの日

付について・

第8《號　（1934年3月31H）本年：最初の彗星登見さる・

第85號　（ユ934年4月10日）木星面上に一大白黒占現る・

第86號　（1934年4月15日）本星の斑黒占に塾する確報，シゾスマン・ワノ・マン彗星

　1925　11　推算表・

第87朧　（1934年5月8日）北冠座R星について．

第88號　（1934年5．ll　10　H）下る）・新攣光星射手V505を槻測せよ・

第89號　（1934年5月280）ジャクソン星につ）・て，東亜天文魯魚五月例會概況・

第93號　（1934年5刀28艮）纏度三章度翻測の要求に慮ず・

第g豊号鷹　　（1934年　5月30日）メく陽kこブく紅娼規る．　ン1て星L上に一ゴく白黒占？

第92號　（1934年5月30日）特に概沢［1を要求される小遊星・

ag95號（1934年6月5日）花山天丈塁の公開，京都帝國大學夏季講演會天丈關係事

　項，倉敷天文i嚢に高松宮同妃爾殿下行啓，太陽大紅焔に關する後報
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東亜天丈三二観測部規定　（昭和6年エ1月22朕定）

　第一條　本1親測点ノ・東亜天丈晶出ノ目的ヲ達スル二曲ノー事業トシテ，

　　　　　天膿ノ襯測研究ヲ行フ・
　第二條　本派測gg　・＝下記ノ若干課ヲ置ク・

　　　　　流星課，彗星課，三星課，太陽課，黄道光課ノ豫報課，

　　　　　機械課，寝眞課，遊星面課，掩蔽課
　第三條課長ノ・部長ノ監督ノ下二，各課ノ事業ヲ統括シ，幹事ハ課長ヲ

　　　　　薇佐スル・
　第四條東曇天交響會員・・希望ニヨリ高湿貝回員トナル事が出來ル・
　第五條　音限！・観測上ノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ種々ノ印刷物ノ配布

　　　　　ヲ受ケル・
　第六條　部員ハ部費トシテ東亜弓丈協年々計へ月十五鍍ノ割デ年末マヂ

　　　　　ノ分ヲ前納ノ事：・

　　東亜天文協會（醤名天文同好會）規則摘要（昭緬年10月15日改正）

天丈學ノ研究及ビ會員相互ノ親睦ヲ潜スノが目的ヂアル

本部ヲ京都帝國大振花画天文壷内二置ク　叉會員密集ノWh　＝ノ・支部ヲ置ク

會ノ事業

　一。講演（三三毎刀一一）回，総會年一回，其他臨時會）

　二・講習（各地デ臨時二開ク）

　三・雑誌圖書ノ出版（雑誌“天界”ノ・毎月會員＝無代配布，圖書ノ・随時）

　四．研究見舞及ビ實地観測（本會二襯測部ヲ置キ，別記ノ規約二依ル）

　五．天華奎ノ経螢（會員ニノ・特懐ガアル）

會転封ノ會ノ目的二七スルモノノ・誰デモ入會が出來ル・會費ハ毎暦年度ニ

　ツキ前納金参圓トスル．但シ中途入會ノ場合ノ・月参拾鍍ノ割デ年末迄前納ノ事

維持會二本會ノ経螢ヲ支持スル趣意デ毎年金武姶園以上ヲ酸出スノレ者

名審指環　一時金壼百圓以上ヲ寄附スル者及ビ総會二二テ二二旧基セラレタ者

役　　量　會長　副會長會計監督　各一名　　幹事　二名　　會計　一名

評議員　若干名　役員ノ相談相手トナル



東亜天文協會
習習に關する報告（明10日一明16日）
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東京市小石川匪駕籠町東京第五弱齢校内

和歌山縣有田郡保田村一千田　1903

札幌市豊ZF町主動九丁目

廣島市翠二七寳渣1586

花山熟眠塁（滋賀縣蒲生郡市邊村）

東京市蒲田匪小林町238

大阪府南河内郡野田

京都市下京匪

京都市東山無

血山市門田18

旛井縣敦賀町東津179號の15

東京市澁谷町向山92

長野縣西筑摩郡大桑小三校

大阪市天王寺匪三田上ノ町

東京市麻布匝市兵衛町二丁目81

（元金澤）大阪市天王寺匠伶入町137

東京市本郷匠駒込三二町18第二編音館内

（元輻岡）　門司市上本町一丁目1984の2

（元i阿山）　高知市潮江天紳橋

高知市通町一一・一iT目

（元三重）　富戸市林田匝寺地町二丁目247

大阪市大正匠泉尾女學校内

三重県系松坂市殿田丁

富山市相生町三ノ向

（元神戸）京都市左京匠鹿ケ谷寺ノ前町89の2

（元名古屋）　三重縣四日市市南町525

滋賀縣東淺井郡虎姫村　虎姫中唱詠内

達潜高雄産血山郡小港庄　後壁林製糖所

注慧　移轄通知を御逸り下さる方は，新住所rc必ず通住所を並記されたし．會員

　　　名簿整理の都合上，新・奮住所御並記なき揚合「天界」下着に終る事ある
　　　ヘミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務室）
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　　　東亜天文協會
大正九年（1920年）創立，昭和七年（1932年）吹名

山　本　一・　演（京都市吉田泉殿町59）　〔電話上5098〕

水　野　帯　里（岡山市門田21）

池田政晴（：京都市左京匠岡崎黒谷町11）

竹田薪一郎（京都市上京匿石藥師溢河原町西入）

1都懇1膿　文学1｝・騙・一

言山縣倉敷市〔電話35〕一原名轡塁長〔電話75〕
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兵庫縣尼崎商工實修學校〔　　〕
瀞戸市須磨匪關守町〔須磨140〕
姫路高等學校〔電話1145〕
岡艮「市F「i田21

量売市山下96〔　　〕

高　松市
松山高等學校〔電話松山395〕
廣島市上梛町34
山口市由口戴立敬意博物館〔電話294〕
下密命丸山町梅光子門院〔　　〕
福岡縣前原町西町
熊本市脚立工業學校〔電話252〕
大牟田市通町二丁目207
第七高等官校造士館〔電話7〕
東匿徳］il二丁6／6〔東4204〕

蝋管高等工業藤壷〔電話973〕
横　濱　市
世田谷医弦魅町1の142〔電話世田谷3050〕
長野縣上語素原町三丁目〔　　〕
長　野　市
松本市筑贈部
長野縣上諏訪中黒校〔電話201〕
札幌市北六器西十一丁目
旭川中學校内〔　　〕
小樽古線町三丁目八番地はノ47
奉天亭亭町12の2
大　連　市
京　城　府
塁中市
上海秋思砂書里16
1’．　O．　Box　263，　Bravfley，　Cal，，　U．S．A．

Fazenda　la　Allianct［，　1一］．　1．ussanvira，

L，　Neroeste，　S．　1’aulo，　Brazi］．

　　　　　一且　　　　部一

京都市同志杜大學内〔電話上局430〕
室町錦上ル明倫小庇校〔電話本局2236〕
京都市第三高等學校〔電話上局301〕
番匠安土町三丁目船場小學校〔電話本局930〕
大阪府士爵中腰校〔電話岡町118〕
和歌山縣有田郡金屋
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　　水口民次郎
M．Nagata（長田政二）

S・Kamiya（示申屋信一）

天　界第百五十九號罐回護無難封三‡無偏響〔定慣金参拾鍍〕途料金甕銭

編輯兼饗行者　京都市山科，花山天丈塁内帳替大阪56765）東亜天女閣下｛代表者画本一清）
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